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1
9
2
8
（
昭
和
3
）
年
、
昭
和
天
皇
の
即
位
の
御
祝
と

し
て
皇
居
の
学
問
所
に
飾
る
油
彩
画
を
貞
明
皇
后
よ
り
依
頼

さ
れ
た
藤
島
は
、「
自
分
と
し
て
は
是
非
共
日
の
出
の
光
景

を
描
い
て
み
た
い
と
早
く
か
ら
心
に
定
め
て
い
た
」「
日
の

出
こ
そ
は
最
も
日
本
の
国
を
象
徴
す
る
に
相
応
し
い
も
の
で

あ
り
、
特
に
御
登
極
の
御
祝
い
で
あ
る
場
合
こ
れ
ほ
ど
適
当

な
題
材
は
考
え
得
ら
れ
る
べ
く
も
な
い
と
い
う
の
が
自
分
の

気
持
ち
で
あ
っ
た
」（「
内
蒙
の
日
の
出
」『
塔
影
』
1
9
3
7

（
昭
和
12
）
年
9
月
）
と
述
懐
し
て
い
る
。

　

以
降
10
年
間
に
渡
り
各
地
の
日
の
出
を
描
き
続
け
た
藤

島
。
本
作
《
日
の
出
》
は
画
面
手
前
の
近
景
の
描
写
か
ら
、

伊
勢
の
朝
熊
山
（
あ
さ
ま
や
ま
）
か
ら
の
眺
望
を
も
と
に
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
水
平
線
上
に
昇
り
ゆ
く
太
陽
が
、

そ
の
豊
か
な
光
で
天
地
す
べ
て
を
一
つ
に
し
た
か
の
よ
う
な

様
子
。
現
場
で
描
い
た
速
い
筆
致
で
抽
象
画
の
よ
う
に
単
純

化
さ
れ
た
本
作
は
、
後
期
印
象
派
の
作
家
が
描
い
た
太
陽
や

海
景
の
作
品
群
と
は
一
線
を
画
し
、
自
然
の
循
環
と
そ
の
中

で
一
体
と
な
っ
て
生
き
る
人
間
と
い
う
日
本
の
姿
そ
の
も
の

が
描
か
れ
て
お
り
、
藤
島
の
高
い
描
写
力
、
造
形
力
、
色
彩

感
覚
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
、
格
調
高
い
表
現
へ
と
昇
華
さ

れ
て
い
る
。

　

本
作
の
制
作
後
も
各
地
で
日
の
出
を
描
き
続
け
た
藤
島

は
、
最
終
的
に
モ
ン
ゴ
ル
で
の
日
の
出
を
題
材
に
し
た
《
旭

日
照
六
合
》
を
1
9
3
7
（
昭
和
12
）
年
に
完
成
さ
せ
、

皇
居
に
納
め
た
。

　

日
本
の
文
化
史
に
お
い
て
、
そ
の
多
様
性
と
質
の
高
さ
で

い
ま
や
重
要
な
位
置
づ
け
を
持
ち
始
め
た
近
代
洋
画
。
自
ら

の
作
品
が
日
本
文
化
の
象
徴
と
し
て
後
世
に
長
く
残
る
よ
う

制
作
に
尽
く
し
、
見
事
に
結
実
し
た
の
が
藤
島
武
二
の
「
日

の
出
」
で
あ
る
。

東
京
美
術
商
協
同
組
合

�

監
事　

鈴
木 

庸
平

藤島武二「日の出」　1931 年作
油彩・キャンバス　45.4 × 52.6 cm　藤島武二画集（日動出版　1998 年）No. 344 所載



　

大
阪
中
之
島
美
術
館
の
起
点
は
、
昭
和
58
年
（
１
９
８
３
）

に
大
阪
市
制
１
０
０
周
年
記
念
事
業
の
基
本
構
想
の
ひ
と
つ
と

し
て
「
近
代
美
術
館
の
建
設
」
が
発
案
さ
れ
た
と
こ
ろ
ま
で
遡

り
ま
す
。
そ
の
後
、
昭
和
63
年
（
１
９
８
８
）
に
構
想
委
員
会

が
発
足
。
市
制
１
０
０
周
年
と
な
る
平
成
元
年
（
１
９
８
９
）

に
は
美
術
品
を
取
得
す
る
た
め
の
基
金
が
設
置
さ
れ
、
さ
ら
に

平
成
２
年
（
１
９
９
０
）
は
近
代
美
術
館
建
設
準
備
室
の
開
室

を
見
ま
す
。
国
際
文
化
都
市
を
謳
い
、「
人
・
魅
力
・
躍
動
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
こ
の
記
念
事
業
は
バ
ブ
ル
期
の
高
揚
感
の
な

か
、
順
調
に
ス
テ
ッ
プ
を
刻
ん
で
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
日

本
経
済
の
大
き
な
つ
ま
ず
き
は
や
や
時
間
を
お
い
て
大
阪
市
の

財
政
を
揺
さ
ぶ
り
、
近
代
美
術
館
建
設
準
備
室
は
、
期
せ
ず
し

て
準
備
室
の
ま
ま
30
年
を
超
え
る
歴
史
を
重
ね
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

30
年
と
い
う
歳
月
は
、
社
会
に
お
け
る
美
術
館
の
在
り
方
を

何
度
も
変
え
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
、
準
備
室
が

描
く
「
美
術
館
の
あ
る
べ
き
姿
」
も
変
化
し
ま
す
。
一
時
は
計

画
白
紙
ま
で
取
り
沙
汰
さ
れ
な
が
ら
も
、
大
阪
ら
し
い
土
俵
際

で
の
強
さ
を
発
揮
し
、
つ
い
に
平
成
26
年
（
２
０
１
４
）、
近

代
の
看
板
を
下
ろ
し
た
「
新
美
術
館
整
備
方
針
」
が
策
定
さ

れ
、
美
術
館
で
は
日
本
初
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
に

よ
る
民
間
運
営
が
決
ま
り
、
美
術
館
の
建
物
の
設
計
コ
ン
ペ
が

実
現
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
助
走
距
離
の
長
さ
を
打
ち
消
す
か

の
よ
う
に
最
短
距
離
で
令
和
４
年
（
２
０
２
２
）
の
開
館
ま
で

走
り
抜
き
ま
し
た
。

　

大
阪
中
之
島
美
術
館
は
開
館
前
に
４
つ
の
「
め
ざ
す
姿
」
を

掲
げ
ま
し
た
。「
歴
史
を
つ
な
ぎ
、
未
来
を
創
造
す
る
」、「
情

報
や
知
識
の
、
発
見
や
感
動
の
循
環
を
う
な
が
す
」、「
つ
な
が

り
を
原
動
力
と
す
る
」、
そ
し
て
「
大
阪
に
貢
献
す
る
」。
こ
の

４
つ
に
通
底
す
る
の
は
、「
小
さ
く
構
え
る
こ
と
」
と
「
足
元

を
見
つ
め
る
こ
と
」
で
す
。
か
つ
て
大
規
模
で
あ
ら
ゆ
る
機
能

を
内
包
す
る
構
想
を
抱
え
て
い
た
準
備
室
は
、
開
館

ま
で
に
多
く
の
理
想
や
夢
を
捨
て
て
き
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は
「
足
り
な
い
」
と
い
う
こ
と
が

可
能
性
で
あ
る
こ
と
を
発
見
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
も
あ

り
ま
し
た
。
美
術
館
の
扉
の
外
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
人

に
よ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
あ
り
、
私
た
ち
は
自

分
た
ち
だ
け
で
完
結
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、

誰
か
と
つ
な
が
り
、
誰
か
に
助
け
を
求
め
る
こ
と

で
、
も
っ
と
多
く
の
、
想
像
を
超
え
る
可
能
性
を
拓

く
こ
と
が
で
き
る
と
実
感
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ

れ
は
ま
さ
に
美
術
館
が
地
域
の
一
員
で
あ
る
こ
と
の

確
認
で
し
た
。
大
阪
中
之
島
美
術
館
は
こ
の
大
阪
・

〒530―0005 大阪府大阪市北区中之島 4―3―1　
TEL：06―6479―0550（代表）　https://nakka-art.jp/

シ
リ
ー
ズ

全
国
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
紀
行
㉜

　
大
阪
中
之
島
美
術
館
（
大
阪
市
北
区
）�

植
木
　

啓
子
（
大
阪
中
之
島
美
術
館　
館
長
代
行
）

中
之
島
か
ら
動
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

西
日
本
最
大
級
の
展
示
室
を
活
用
し
て
、

近
現
代
美
術
と
デ
ザ
イ
ン
の
分
野
を
中
心

に
国
内
外
の
多
彩
な
展
覧
会
企
画
を
実
現

し
、
大
阪
市
民
の
方
々
に
加
え
、
市
外
・

海
外
か
ら
も
多
く
の
お
客
さ
ま
を
迎
え
て

お
り
ま
す
が
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
、
つ

ま
り
足
元
の
確
か
さ
こ
そ
が
、
こ
れ
ま
で

も
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
大
阪
中
之
島
美

術
館
の
支
柱
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

大阪中之島美術館外観

4 階展示室：コレクション特別展示「異邦人のパリ」2025 年

5 階展示室：サラ・モリスによる壁画《スノーデン》2026 年

佐伯祐三《立てる自画像》1924 年



工
＋
藝
２
０
２
６

　

当
社
主
催
「
工
＋
藝
２
０
２
６
」（
令
和
八
年
五
月
二
十
一
日

（
木
）
～
二
十
四
日
（
日
））
に
お
い
て
、
下
記
の
通
り
、
各
審
査

員
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
作
品
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
五
月
二
十
二
日
（
金
）
夕
刻
か
ら
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開

催
さ
れ
、
多
く
の
作
家
や
文
化
芸
術
関
係
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

中村社長挨拶

ご来場者と中村社長レセプション会場

「工＋藝 2026」レセプション（5 月 22 日）

〈「工＋藝2026」各賞（審査員）〉

東京美術倶楽部（東京美術商協同組合員・青年会員）大賞・優秀賞
　【大　賞】孫苗　《輪花香合　雪花》
　【優秀賞】�田中里姫　《楚々、憧憬》、橋本雅也　《ニホンスイセン》
秋元雄史（東京藝大名誉教授・美術評論家）賞
　牟田陽日　《蓬茅と名月》
NIGOⓇ（ファッションデザイナー）賞
　田中里姫　《楚々、憧憬》

菊池寛実記念 智美術館（工芸振興活動をする美術館）賞
　高橋奈己　《白磁水指》
山下裕二（美術史家・明治学院大学教授）賞
　伊藤航　《Gears －拗らせる線－》

新潮社『芸術新潮』2026 年 5 月号
（「特別企画「プロ VS プロ、交換会いまむかし」より）

東
京
美
術
倶
楽
部
玄
関
看
板
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

『
芸
術
新
潮
』
全
８
回
連
載
企
画

「
東
京
美
術
倶
楽
部
は
ア
ー
ト
の
秘
密
基
地
」

東京美術倶楽部の「美」シンボルマーク
は、記録では 1952 年の社旗製作が初出
という伝統あるマークですが、2025 年
の和・英文の社名ロゴ制定とともに正式
なデザインが確定され、本年 4月に玄関
看板リニューアルを完了しました。



「
工
＋
藝
」
２
０
２
６

　

令
和
八
年
五
月
二
十
一
日
（
木
）
～
二
十

四
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
東
京
美
術
倶
楽

部
主
催
の
企
画
催
事
「
工
＋
藝
２
０
２
６
」。

　

本
催
事
は
、
現
代
日
本
の
優
れ
た
工
芸
作

品
を
、
国
内
は
も
と
よ
り
世
界
に
発
信
す
る

べ
く
、
実
行
委
員
会
が
厳
選
し
た
招
待
作
家

七
名
・
推
薦
作
家
五
十
名
の
力
作
の
展
示
・

販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
東
京
美
術
商
協
同
組
合
員
・
青

年
会
員
各
位
の
投
票
に
よ
る
「
東
京
美
術
倶

楽
部
大
賞
」
等
の
作
品
が
選
定
さ
れ
、
対
象

作
家
各
氏
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
催
事
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
動
画
・
デ
ジ
タ
ル

広
告
等
を
強
力
に
展
開
し
、
国
内
外
か
ら
約

二
、
三
五
〇
名
の
お
客
様
を
お
迎
え
し
て
盛

会
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

尚
、
本
年
十
一
月
五
日
㈭
～
八
日
㈰
に

京
都
の
妙
顕
寺
で
「
工
＋
藝
」
2
0
2
6

京
都
を
開
催
予
定
で
す
。

�

東
美
ニ
ュ
ー
ス
編
集
委
員
長　

中
島　

利
充

　

近
年
、
我
が
国
の
美
術
業
界
は
、
国
内
市
場
の
縮
小
や
担

い
手
不
足
、
情
報
の
非
公
開
性
、
国
際
発
信
力
の
弱
さ
等
の

課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。　

　

そ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
す
べ
く
、
研
修
や
実
践
を
通
し

て
日
本
の
工
芸
や
古
美
術
を
国
際
的
な
場
に
発
信
・
流
通
さ

せ
る
K
O
G
E
I 

G
E
N
E
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
多

様
な
領
域
か
ら
十
名
の
精
鋭
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

五
月
二
十
二
日
に
は
当
社
会
場
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
始
動

と
な
る
K
O
G
E
I 

G
E
N
E
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
拝

聴
し
ま
し
た
。
今
後
の
発
展
を
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

�

東
美
ニ
ュ
ー
ス
編
集
委
員　
　

田
島　
　

整

�

編
集
事
務
局　

須
藤　

泰
生

編
集
後
記

ポスター

展覧会場会場入口秋元雄史氏ギャラリーツアー

3F 会場ロビー

入賞作品 1F ロビー展示（5 月 27 日～ 31 日）

東京美術倶楽部大賞　授賞式（右：孫苗氏）


